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はじめに　
言語活動の充実は、各教科を貫く重要な視点である。文部科学省は










庫県西宮市、 芦屋市で育つ。 早稲田大学第一文学部演劇学科卒業し、 ジャズ喫茶経営をへて、一九七九年、 『風の歌を聴け』で群像新人文学賞を受賞する。 『羊をめぐる冒険』 （一九八二）で野間文芸新人賞、 『世界の終りとハードボイルド・ワンダーランド』 （一九八五）で谷崎潤一郎賞、『ねじまき鳥クロニクル』 （一九九五）で読売文学賞を受賞する。その他に『ノルウェイの森』 （ 九八七） 、 『海辺のカフカ』 （二〇〇二） 、 『アフターダーク』 （二〇〇四） 、 『１Ｑ８４』 （二〇一〇） 、 『色彩を持たない多崎つくると、彼の巡礼の年』 （二〇一三）などがある。短編集には、『神の子どもたちはみな踊る』 （二〇〇〇） 、 『東京奇譚集』 （二〇〇五）などがある。ノンフィ ションには『アンダーグラウンド』 （一九九七） 、『約束された場所で』 （一九九八）がある。また、 スコット・フィッツジェラルドの『グレート・ギャツビー 、マ ケル・ギルモアの『心臓を貫かれて』 、サリンジャーの『キャッチャー・イン・ザ・ライ』 、レイモンド・チャンドラーの『ロング・グッドバイ』などアメリカ現代文学の翻訳書も多数ある。海外での文学賞も多く、二〇 六 、フランツ・カフカ賞、フランク・オコナー国際短編賞、二〇〇九年、エルサ
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レム賞を受賞する。当時はイスラエルによるガザ侵攻が国際的に非難されており、この受賞については「イスラエルの戦争犯罪を隠し、免罪することにつながる」として辞退を求める声が上がっていた。しかし、村上は賞を受けエルサレムでの授賞式に出席し、記念講演では「高くて固い壁があり、それにぶつかって壊れる卵があるとしたら、私は常に卵側に立つ」と、イスラ 軍によって一〇〇〇人以上のガザ市民が命を落としたことをイスラエル ペ ス大統領の面前で批判した。二〇一一年、カタルーニャ国際賞を受賞する。今、世界がもっとも注目する、現代日本文学を代表する作家である。　
内田樹氏は「村上春樹の小説作品は意匠はさまざまだけど、本質的























近代小説とは極点から折り返し、世界を新たに見せる装置なのです。小説というジャンルは物語と詩から成り、 〈語り手の自己表出〉に詩が込められています。つま 、 物語という素材は詩という〈語り手の自己表出〉 ともにあるのです。わたしが近代小説の図式を「物語＋語り手の自己表出」としてきたのは、 「読むこと」は「還元不可能な複数性」のアナーキーな行為であり、そこから〈本文〉と〈原文〉との二重性によって起こる現象としているからです。というこ は、 があって〈語り〉があるのでは全くありません。語りが記憶（物語）を想起させて叙述が行われているのです。そのため、全ての小説の言語空間は〈語り、語られる〉現象としてしか生身の読み手 前にはなく、これが生かされる「読み方」が「読むことの背理」と闘う〈自己倒壊〉であるとわたしくしは捉えています。
　
田中実氏は「プロットをプロットたらしめる内的必然性が〈メタプ
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での恐怖体験についての物語（表層）の裏に、現 社会（現代人）を支配する無意識の恐怖（深層） 描かれると う構図を持ってい 」と指摘したうえで、次のように述べる
（
10）。





ている。 「七番目の男」は、構造的に学習する文学教材としてふさわしいといえ三、 「七番目の男」の語り　 「七番目の男」は、短編集『レキシントンの幽霊』に所収された「レキシントンの幽霊」 「緑色の獣 「沈黙」 「氷男」 「トニー滝谷」に続く六つ目の作品である（七つ 作品は めくらやなぎと、 眠る女」 ） 。 「レキシントン 幽霊」は 僕」という一人称、 「緑色の獣」は「私」という一人称（女） 、 「沈黙」は「僕」という一人称、 「氷男う一人称（女） 、 「 ニー滝谷 は三人称、 「めくらやなぎと、眠る女は「僕」という一人称で語られている。　 「七番目の男」の語りの基本構造は、 「七番目の男」である「私」が一人称で語る物語を聴き語るという二重構造、 わゆる額縁小説になっている。高野光男氏は「この無人称 り手 男 の独白を直接話法で引用するだけでなく、そ に「傍点」を付しているように、積極的に「男」の物語に介入している」
（
11）と指摘する。過去の体験や記憶
を再構成することで、 「男」の語りによる物語を〈語り手〉が相対化する視点が組み込まれている。また、中村三春氏は「人 巻き込む巡物語の形式」を指摘し、 「一番目の人から話を始めて 七番目の男で終わりになるように、次々と話を 」ことで聴く人を巻き込む語りの法を指摘している
（
12）。さらに、佐野正俊氏は「語りの構造を強く意識





言葉の仕組みから一人一人の読みを創造し いくこ である。　 「七番目の男」においては、物語ることでの心的外傷の回復という解釈が前景化するが、作品の語りに注意して読む 、 「私」は「七番目の男」として語る前に、 「Ｋ」の絵をみ ことによって自己の記憶を創生していたのである。作品冒頭と掉尾で「七番目の男」の記憶を語り手が捉えなおして、 「七番目の男」の再生の物語を統括するのである。
　 「その波が私を捉えようとしたのは、私が十歳の年の、九月の午後のことでした」と七番目の男は静かな声で切り出した。　 彼がその夜に話をすることになっていた最後の人物だった。時
計の針はもう夜の十時をまわっていた。部屋の中に丸く輪になって座った人々は、西に向けて吹き抜けていく風の音を、外の深い闇の中に聞き取ることができた。風は庭の木々の葉を揺らせ、窓のガラスをかたかたと細かく震わせ、それから小さな呼び子を吹くような甲高い声を上げて どこかに抜けていった。　 「それは特殊な種類の、かつて見たこともないような巨大な波でした」と男は続けた。　 「その波は、ほんの僅かのところで私を捉えることができませんでした。しかしかわりにそれは、私にとってもっとも大事なものを呑み込んで、別の世界に運び去ってしまいました。私がそれをもう一度発見し回復するまで 、長い歳月が かりました。取り返しのつかない、長い貴重な歳月です」
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この作品冒頭は、掉尾と見事に呼応している。 「男」の独白で始まり、
「男」の独白で終る。 「西に向けて吹き抜けていく風」は、 「男」の物語の終わりともに「風はすっかり止んだらしく、外には物音ひとつ聞こえなかった」 というように静寂のなかで 「男」 の最後の独白が響く。 「男」は話し始めるとき 「シャツの襟」 に手をやり、 話し終わると 「シャツの襟」に手をやる である。左右対称 ように作品は〈語り〉を構造する。
　
七番目の男は五十代の半ばに見えた。痩せた男だった。背が高く、
口ひげをはやして、右目のわきに、まるで細いナイフで突き刺したような小さな、 かし深い傷があった。髪は短く、ところどころに硬そ 白髪が混じっていた。男の顔には、何かをうまく言い出しかねるときによく人の浮かべる表情が浮んでいたが、それはずっと昔 らそこにあったように、とてもよく顔に馴染んでいた。グレーのツイードの上着の下に、彼は飾り気のないブルーのシャツを着ていた。男はときどきシャツの襟に手をやった。だれも彼の名前 知らなかった。何をしている人かもわからなかった。





































　 〈語り〉に注目して作品を読むと、構造的に「七番目の男」の物語が枠物語であることがはっきりする。さらに、タイトルである「七番目」という言葉が表すように、物語は全体で七つあり最後の物語が語られるという巡物語 わかる。そこ 、作品の細部における言語表現について考察す 。四、 「七番目の男」の言語表現　 作品冒頭で「男」は、 「みなさんの場合、それが何になるのか、私に
はもちろんわかりません」と語っているが、この表現は、 の場にいる六人に語りかけるのであれば「それが何であるのか」でなければな
らない。六人はすでに自分たちそれぞれの恐怖について語ったのであるか 、恐怖の対象は既知のものでなければならない。これは、 「男」の〈語り〉であるにもかかわらず、読者に対してこれからどんな未知の恐怖体験があるかもしれないということを作品の統括をする〈語り〉が差し挟んだ言葉となる。 〈語り〉は、あくまで「七番目の男」の言葉として語られなければ らない。　 「七番目の男」の恐怖の体験は、さまざまな表現をもって語られる。言語表現とし 突出しているのは、恐怖の対象 ある「波」 する表現である。
　
そこにいたのはせいぜい五分か、それくらいであったと思いま
す。しかしふと気がついたとき、波は砂浜のすぐそこまで寄せていました。波は音もなく、何の気配もなく、そ なめらかな舌先を私たちのすぐ足もとにまでこっそりと伸ばしていました。そんなにあっというまに がすぐそばまでしのび寄ってくるなんて、私にはまったく予想もできないことでし 。私は海のそばで育った人間ですから、子供なりに海の恐さを知っています。それがときとしてどれほど予測不可能な凶暴さを持ちうるかを承知していました。ですから私たちはじゅうぶん用心して、波の打ち寄せているところからはずっと離れ 、 『ここならまず大丈夫』と思える地点にいたのです。 もその波の先はいつのまにか、私の立ってい 場所からほんの十センチばかり ところまで近づいて そしてまた音もなくこっそりと引いていきました そして波は れを最後にもう戻ってきません した。やってきた波そのものは決して不穏な種類の波ではありません そ 砂浜を洗 穏やか






















































































































箱に詰めて った」ものが「私」 もとに送られてきたなかに、 「Ｋが描いて私にくれた絵が一束」あり、 「私」の目 ふれることになったのである。
　
ほとんどは風景画で、見覚えのある海や砂浜や松林や街並みが、































































年という歳月が、私の中で朽ちた家のように崩れ落ち、古い時間と新しい時間がひとつの渦の中に混じりあいました。まわりの音が消え、光がぐらりと揺れました。そして私は体のバランスを崩して、寄せてくる波の中に倒 こみました。心臓が私 喉の奥の方で大きな音を立て、手足の感覚が虚ろになりました。 は長いあいだその格好のままそこに突っ伏していました。立ち上がることができなかったのです。でも私は怖くはあり せんでした。そうです。もう何も恐れることはな です。それは去って まったのですから。











われれば、それは「圧倒的な暴力」ということになるだろう。もちろんそ ぞれの暴力の具体 成り立ちはまったく異なっている。ひとつは不可避な天災であり、もうひとつ 不可避とは言えない〈人災＝犯罪〉だった。








る 「圧倒的な暴力」 によって 「男」 の自我は根こそぎ奪い取られてしまったのである。実体を失った影は、その在り処を失い、 「男」をさらなる恐怖に陥れるのである。　
中村三春氏は「起源への回帰を促す少年のまなざし」と題して「ト
ラウマ（傷痕）は、それを克服することではなく、むしろ起源に回帰し、見つめ直すことによって包容するしかない。Ｋの水彩画はＫ まなざしだけでなく、 彼自身の少年時代のまなざしをも示していた」 と述べ 「見る行為は、最も確実なようでありながら、実はもっ 不確かで曖昧なものとも言える」とし「見ることは何かの始まり であることを指摘する
（
20）。また、高野光男氏は「結果的に言えば、このテクストが主
題化するのは、 「自己治癒の手段としての物語行為」というよりも、ことばや物語は本当に治療や救済たりえるのか、そのことをむしろ問うているように思われ 」と指摘したうえで、次 ように述べてい
（
21）。
　 「七番目の男」の語りの基本構造は、 「男」が自らの過去と現在を語る一人称の語りと、その「男」について語る三人称の語りの二重構造である。 「男」の独白と、その「男」について語る では確かに量的には比較にならない。しかし、そのことはこの小説においてその りが二次的なものであることを意味しない。
　 「七番目の男」を「自己治癒」という文脈で読んでしまうと小説の表層だけしか読んでいないことになる。小説の〈語り〉に注意 て読みを繰り返すことによって、 「男」 の物語を相対 視点が生まれてくる。　 村上春樹は、 「七番目の男」について次のように述べている
（
22）。



















のがあると考え 。 「圧倒的な暴力」の前に、 自我を失 無力化した「先
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生」と「七番目の男」の姿には相似するものがある。　
両作品に共通しているのは、 「人間の内なる影の部分」から目をそむ



















二〇〇八年七月、一三頁。４田中実「村上春 の「神話の再創成」 」馬場重行・佐野正俊編『 〈教室〉の中の村上春樹』ひつじ書房、二〇一一年八月 一八頁。５幸田国広「第九章「七番目 男」 （村上春樹）の授業実践史」田中宏幸・坂口京子編『文学の授業づくりハンドブック第四巻―をふまえて―
　
中・高等学校編』渓水社、二〇一〇年三月、一九一頁。
６高野光男「物語化に抗して― 七番目 男」の語り」 『国文学
　
解釈と鑑賞』二〇〇八年七月、一六〇頁。
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